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家庭はエネルギーの補給基地 
明日から17日間の冬休みになります。年末年始の時期は、一年の中でも特に日本の文化を感じられ

る時だと思います。除夜の鐘を聞く、初詣に行く、お年玉を渡すときにその由来を話すなど、ぜひ伝統

文化に触れる機会を持ったり、話題にしたりしてください。 

 

さて、日本漢字能力検定による「今年の漢字®」の第一位は「戦」になりました。

米国同時多発テロがあった 2001年以来の2度目で、“ロシアのウクライナ侵攻に

より、「戦」争の恐ろしさを目の当たりにした一年。円安・物価高による生活上で

の「戦」い、スポーツでの熱「戦」・挑「戦」も注目された。”という理由が多かっ

たそうです。（日本漢字能力検定協会HPより） 

子供たちは日々、学校で努力をしています。勉強だけでなく当番や係・委員会、

行事、友達関係、学校生活全般で一生懸命に取り組んでいます。楽しいことがたくさんありますが、中

にはつらいこともあるでしょう。学びや成長には楽しさだけでなく、努力や頑張り、切磋琢磨すること

なども必要だからです。ある意味、学校で「戦」っているのだと思います。ただし、それは安心して戦

える環境があることが前提です。学校は、子供たち全員が誰ひとり取り残されず、安全に安心して学ぶ

ことができる場所です。本校もそういった場所でありたいと、常に振り返り意識しています。 

それでも、家族以外の人と長時間過ごし、皆で行動することが中心の学校は、子供たちにとってスト

レスフルであり、たくさんのエネルギーを必要とする場所でもあります。学校へ送り出してくださる家

庭は、子供たちにとって明日のために新たな力を蓄える場所、身体と心のエネルギー補給基地です。 

また一方で、子供たちは家庭での様々な出来事を心の中に抱えて登校してきます。そんな時、学習に

集中することや、学校生活の様々な場面での友達や先生との関わりを通して、自らの力で心の中をリセ

ットし、笑顔で家庭に帰っていく子供の姿があります。 

この様に学校と家庭がお互いに補い合い、成長を支える。これが子供たちの自らの回復する力や自律

へとつながる学校と家庭の連携のポイントではないでしょうか。 

お子様が家庭にいる時間が長い冬休みは、ゆっくりと子供たち

のエネルギーを充填する時間にしていただけると幸いです。 

そして、1月10日の始業式で元気な子供たちに会えることを

楽しみにしています。それではご家族の皆様で、どうぞ良いお年を
お迎えください。 

 

 

 

行事紹介 

「エコプロ2022」 
 5年生が校外学習で東京ビックサイトで開催された「エコ

プロ2022」に行ってきました。環境について様々な取組を

行っている企業や団体の展示会です。首都高を通るルートで

したが心配していた大きな渋滞にもはまらず、予定より早く

到着できました。 

 各ブースで説明を

聞いたり、アンケート

に答えたりしながら、

環境やSDGｓに関す

ることを学ぶことが

できました。 

「国際理解授業」 
多言語での活動をしている団体の方を招いて、国際理解授

業を行いました。「世界の国と仲良くなろう！」というテーマ

で、いろいろなことばや音楽を使ったゲームや遊びを通じて、

世界の国々の様子や言語に触れることができました。なかで

も、教員がその国の民

族衣装を着て登場して

きたのには、子供たち

もびっくり。大喜びで

した。外国の文化や考

え方などに触れる良い

機会となりました。 

学校の公式 WEBサイト 

https://www.city.ome.tokyo

.jp/school/daishichi-e/ 
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１月の予定 

  ＊上記は、１２月２３日時点での状況です。１月号にて、詳細をお伝えします。なお、社会情勢により予定が変更になる場合もあります。 

～お知らせ～ 

児童表彰  青梅市より、本校児童が以下の表彰を受けましたのでご紹介します。 

   青梅市小・中学生主張大会 審査員特別賞  ６年 板垣 杏奈 さん 

 

「いじめのない明るい学校づくり」を目指して 

〇本校では全ての職員が「いじめは、どの学校、どの学級でも起こり得るものであり、いじめ問題と無関係

ですむ児童はいない」との認識に立つことを基本としています。 

そして、全校児童が安全で安心して学校生活を送り、様々な活動に意欲的に取り組み、一人一人の個性や

能力を伸長することができるよう「いじめのない明るい学校づくり」に努めているところです。 

そのため本校では、家庭、地域、関係機関との連携のもと、いじめの未然防止および早期発見に取り組み、

いじめがある場合は適切かつ迅速に対処できるように「青梅市立第七小学校いじめ防

止基本方針」を策定(右側の QR コードから入れます)しています。 

また、いじめ防止のための基本方針として、次の四つのポイントをあげ、日々の教

育活動を行っています。 

いじめ防止基本方針 
○ 人を思いやり、人に尽くす教育活動を推進する。 
○ 児童一人一人の自己肯定感を高め、自尊感情を育む教育活動を推進する。 
○ いじめを許さない、見過ごさない雰囲気作りに努める。 
○ いじめを発見したときには迅速に対応し、早期解決を目指す。 

日頃の学校生活の中で、何かお気づきの点がありましたら、学校までお知らせください。 

日 曜 朝
会 

給
食 

学 校 行 事 等 

その他 

授業時数 

○中の数字は学年を、 
（ ）中の数字は時間を表します。 

１
年 

２
年 

３
年 

４
年 

５
年 

６
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１月１日（日）～１月９日（月）  冬季休業中 

＊１月５日（木）までは、学校閉庁日となります。ただし、１月４日（水）、５日（木）は、学童保育は行っています。 

１０ 火 始 × ★ 始業式 六中始業式 ４ ４ ４ ４ ４ ４ 

１１ 水 × ◎ ★  給食始  放課後学習  夕やけランド始  ４ ４ ５ ５ ５ ５ 

１２ 木 M ◎ 委員会活動  計測④⑤⑥  SC 司書  ５ ５ ５ ６ ６ ６ 

１３ 金 読 ◎ 読み聞かせ  計測①②③  リーダー引き継ぎ合同会議 ICT    ５ ５ ６ ６ ６ ６ 

１４ 土 × ×         

１５ 日 × ×         

１６ 月 M ◎ なわとび月間始  クラブ 司書 AET  ５ ５ ５ ６ ６ ６ 

１７ 火 朝 ◎ 児童朝会  社会科見学⑥ １５０周年実行委員会１９時 ５ ５ ５ ６ ６ ６ 

１８ 水 × ◎ ★ 避難訓練  ＰTA行事 １３時 ４ ４ ４ ４ ４ ４ 

１９ 木 安 ◎ 安全指導  七小オリンピック  SC 司書  ５ ５ ６ ６ ６ ６ 

２０ 金 × ◎ ★   ４ ４ ４ ４ ４ ５ 

２１ 土 × ×         

２２ 日 × ×         

２３ 月 M ◎ 社会科見学④  AET  ５ ５ ５ ６ ６ ６ 

２４ 火 朝 ◎ 児童朝会 クラブ（３年見学）  プラネタリウム鑑賞  ICT  ５ ５ ６ ６ ６ ６ 

２５ 水 × ◎ ★ 
PTA運営委員会１９時 

PTA選考委員会２０時 
５ ５ ５ ５ ５ ５ 

 

七小 いじめ防止方針 

２学期中も、各ご家庭におかれまして、感染症対策等にご協力いただき、ありがとうございました。保

護者の皆様のご理解とご協力があり、学級閉鎖等もなく、通常授業及び運動会、小中合同音楽会、展覧会

等の行事を実施することができました。ありがとうございました。冬季休業中、そして３学期も、引き続

き感染症予防策へのご理解とご協力をお願いします。 

冬季休業中に、児童または同居家族の感染が判明、または児童が濃厚接触者と特定された場合、１月６

日または始業式当日に、学校にご連絡いただきますようお願いいたします。 

★の印は特別時程で、下校が３５分程早まります。 

SCの記号は、スクールカウンセラー、ICTは、ICTサポーター、AETは外国語授業の講師の来校日です。 


